
  

                          

 

《 七夕に寄せて 》    「 ありがとう、ありがとう 」    №2 

〈 前号からの続き 〉すが、それより、一人でやらせた方がその子のためにな

ると考えたからです。その子は生まれて初めて、やっと右手だけで体操着

に着替えましたが、そのとき、体育の時間はすでに 30 分も過ぎていまし

た。2 度目の体育の時間のときも、先生は放っておきました。すると、こ

の前は 30 分もかかったのに、この日はわずかな休み時間の間にちゃんと

着替えて、校庭にみんなと一緒に並んでいたのです。どうしたのかなと思

い、次の体育の時間の前、先生は柱の陰からそっと、その子の様子をうかがいました。すると、ど

うでしょう。前の時間が終わるや、あの弟が、まず自分の服を大急ぎで着替えてから、手の不自由

な隣の席の子の着替えを手伝い始めたのです。手が動かない子に体操着の袖を通してやるのは、お

母さんでもけっこうむずかしいものです。それを、小学校に入ったばかりの子が一生懸命手伝って

やって、二人ともちゃんと着替えてから、そろって校庭に駆け出していったのです。そのとき、先

生は、よほどこの弟をほめてやろうと思いましたが、ほめたら、「先生からほめられたからやるん

だ」というようになり、かえって自発性をこわす結果になると考え、心を鬼にして黙っていました。

それからもずっと、手の不自由な子が体育の時間に遅れたことはありませんでした。 

 そして、偶然ながら、また七夕の日の出来事です。授業参観をかねた初めての父母会が開かれま

した。それより前、先生は子どもたちに、短冊に願いごとを書かせ、教室に持ち込んだ笹に下げさ

せておきました。それを、お母さんが集まったところで、先生は一枚一枚、読んでいきました。「お

もちゃがほしい」、「おこづかいをもっとほしい」、「じてんしゃをかってほしい」……。そんないか

にも子どもらしい願いごとが続きます。それを先生はずっと読んでいくうちに、こんな言葉に出会

いました。「かみさま、ぼくのとなりの子のうでを、はやくなおしてあげてくださいね」、言うまで

もなく、あの弟が書いたものでした。先生はその一途な願いごとを読むと、もう我慢ができなくな

って、体育の時間のことを、お母さんたちに話して聞かせました。 

 小児マヒの子のお母さんは、我が子が教室でどんなに不自由しているだろうと思うと気がひけて、

教室に入ることもできず、廊下からそっとなかの様子をうかがっ

ていました。しかし、先生のその話を聞いたとたん、廊下から教

室に飛び込んできて、床に座り込み、この弟の首にしがみつき、

涙を流し、頬ずりしながら絶叫しました。「ありがとう、ありがと

う、ありがとう、ありがとう、ありがとう、ありがとう……」、そ

の声がいつまでも学校中に響きました。 

「本当に感動したときの言葉」鈴木 健二（講談社文庫） 


